
平成17年9月9日、本学に関西生産性

本部の役員・幹部の方々15名【会長 真

銅 孝三（倉敷紡績 相談役）、副会長 岡

山紀男（住友電気工業 会長）他】をお招

きし、古澤学長、八村理事長他本学幹部

と意見交換を行いました。今回の来学

は、「個が活かされる豊かな社会」の構

築を掲げ、経済のみではなく社会全体

が良くなるよう新生産性運動を展開し

ている関西生産性本部が、鳥取県の開発

状況・主要プロジェクトを視察する中、お

越し頂いたもので、約1時間と短い交流

時間ではありましたが、本学の教育内

容や特色、1期生の就職実績等を中心に

理解を深めて頂きました。今後同団体

加盟企業との関係強化と関西地域に

おける本学の知名度向上をお願いし、

和やかに交流は終了しました。

関西生産性本部来学
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平成17年7月15日、鳥取県南部町にホームステ
イ中の韓国ハンリム大学（江原道春川市）の学
生10名が本学を訪問し、環境大生18名と交流
しました。学生ISO委員会による使用済新聞紙
を使った紙漉体験、学食での昼食、学内見学を
した後、皆で鳥取砂丘を散策するなど若者同
士の貴重なふれあいの場を持つことができま
した。大学で日本語を専攻している学生がほ
とんどで、会話にはほぼ支障なく、お互い日々
の学生生活や日韓の文化の違いなど様々な話
に花が咲きました。後日南部町役場を通じ、ハ
ンリム大学生より交流記念の品として、メッセ
ージ色紙を頂きました。

韓国ハンリム大学の学生と交流

平成17年6月16日、本学環境政策学科
の授業｢現代社会と農業｣に高木農林漁
業金融公庫総裁（前農水省事務次官）を
特別講師として招き、日本の農林漁業政
策の現状や今後の展望について、本学学
生が直接講義を受けました。政策に直
接携わった生の声を学生たちは興味深
く聞いていました。本授業は通常の講
義の一環として行われましたが、一般
の方にも講義を公開しました。

 高木農林漁業金融公庫総裁
（前農水省事務次官）講演

平成17年1月、環境政策学科4年生の福

原昌也さんが有限会社エム・エス・ワイ

を設立しました。設立に際しては、平

成15年度に施行された｢中小企業挑戦

支援法｣を利用することで、高額な資

本金は一切不要。ただし、法律上、起

業後5年以内に資本金の規定額を達成

するという厳しい条件のもと、今年度

は売上目標3,000万円に据えて、本格的

な会社経営を行っています。会社設立

のきっかけは、全国の学生が集まり、ビ

ジネスプランを考える｢環境ビジネス

プランコンテスト｣に参加したのが始ま

りでした。現在では新たに設立したホ

ームページ制作会社で、県内の店舗や

企業を対象に業務拡大を図っている

最中です。スムーズな滑り出しで会社

がスタートし、福原さんも｢一つずつ信

頼を勝ち取り、口コミで評判を広げた

い。成功も失敗もすべて自己責任とい

う会社経営は魅力的！｣と、将来に向け

て意欲満々です。

｢循環型社会を目指す建築｣をテーマ

に、環境デザイン学科の学生たちが、

工務店などの廃棄物や構造実験材

料の廃材を利用し、茶室を建築しま

した。建設費0円の建物です。茶室は

鳥取環境大学の裏山にあり、畳が2

畳、正面の土間1畳、背面の簀子縁1

畳のみの広さです。カマド、行灯（あ

んどん）、蹲踞（つくばい）、欄間、に

じり口、太鼓襖など、すべて廃棄物

で作り上げました。側窓にはステン

ドグラスがはめこまれています。極

限の小空間の中に無限の広がりを

意識させ、みごとな緊張感を醸し出

しています。

第33回山陰書人社展
平成17年6月に開催された第33回山陰

書人社展に本学のサークル「書道同好

会」所属の学生が出展し、新人賞を受賞

しました。この作品は、鳥取県立博物館

第一展示室にて、平成17年6月2日～5日

まで展示されました。作品は淡墨が用い

られ、90cm～120cmの画仙紙上に「與」

の一文字が書かれました。ちなみにこ

の字を書くときに用いた大筆は、現在

書道同好会部員によって、さらなる創作

活動へ向けフル活用されています。

学生が１円企業設立

鳥取環境大学 学章決定

鳥取の大自然で風に緑が揺れている様
をイメージ。

【デザインの趣旨】

廃材でつくる茶室

【色のコンセプト】

平成17年10月9日、
本学環 謝祭におい
て本学学章が決定
しました。 学章を
決定するにあたり、
学友会執行部の主催で学生・教職員・地域
の皆様に投票してもらい、より親しみの
持てる大学になるようにという趣旨から
今回の学章が決定いたしました。
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鳥取の自然は、実に美しく、人々が住む環
境も、空気も水も類稀な綺麗さが保たれ
ています。これらを見ると、生物の循環、空
気の循環、水の循環、砂丘が明確に示す
土の循環、人々の活動と自然の対話な
どが折をなして波をつくっています。人
類を含めた自然は常に秩序を求めて変
動する波を形成していると考えられてい
ます。学章はこれらの波をイメージして
デザインされました。鳥が集う快適な
自然を維持しながら生きてきた人々の
知恵は、その地の歴史と文化として結晶
しています。鳥取環境大学はそれら先
人の知恵を学び、その集積の上に新しい
波をつくりだし、地球にも人類にも優
しい環境をつくることを目指していく
という意味がこめられています。


